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一
般
書

河
畔
に
標
な
く　
　

船
戸
与
一　

集
英
社

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
山
岳
地
帯
で
２
０
０
万
ド

ル
を
の
せ
た
ヘ
リ
が
墜
落
。
こ
の
金
を

め
ぐ
っ
て
密
林
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
迫
力
の
冒
険
巨
編

明
日
は
き
っ
と
う
ま
く
い
く

フ
ァ
イ
ー
ザ
・
ゲ
ン
ヌ　

早
川
書
房

　

母
親
と
二
人
で
移
民
し
た
高
校
生
に
は

友
達
も
い
な
い
し
、
お
し
ゃ
れ
を
す
る

お
金
も
な
い
。
で
も
き
っ
と
い
い
こ
と

が
あ
る
と
信
じ
て
頑
張
る
十
九
歳
の
女

性
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。

宇
宙
で
一
番
優
し
い
惑
星　

戸
梶
圭
太　

中
央
公
論
社

ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
１
・
２　

エ
イ
ザ
ベ
ス
・

コ
ス
ト
ヴ
ァ　
　
　

日
本
放
送
出
版
協
会

い
つ
も
の
朝
に　
　

今
邑　

彩　

集
英
社

名
探
偵
は
ど
こ
に
い
る　

北
村　

薫　

講
談
社

本
を
旅
す
る　

出
久
根
達
郎　

河
出
書
房
新
社

人
生
を
歩
け　

町
田　

康　

毎
日
新
聞
社

天
職
の
見
つ
け
方　

浜
口
直
太　

講
談
社

も
う
一
度
働
く　

小
島
貴
子　

筑
摩
書
房

金
持
ち
父
さ
ん
の
学
校
で
は
教
え
て
く
れ

な
い
お
金
の
秘
密

　
　

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ヨ
サ
キ　

筑
摩
書
房

本
の
寄
贈

（
有
）
揖
斐
川
清
掃　

宮
本
義
生
様
よ
り

図
書
館
へ
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
早
速
、
次
の
本
を
購
入
い
た
し
ま

し
た
の
で
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○　

水
の
事
典

○　

紙
の
事
典

○　

韓
国
伝
統
文
化
事
典

○　

山
崎
豊
子
全
集　

二
十
三
巻

○　

司
馬
遼
太
郎
短
編
集　

全
六
十
八
巻

○　

宮
本
輝
全
集　

全
十
四
巻

○　

遠
藤
周
作
文
学
全
集　

全
十
五
巻

○　

大
江
健
三
郎　
　

全
十
巻

そ
の
他　

多
数 

一
般
書

地
に
埋
も
れ
て　

あ
さ
の
あ
つ
こ　

講
談
社

制
服
捜
査　
　
　
　

佐
々
木
譲　

新
潮
社

星
に
願
い
を　
　
　

庄
野
潤
三　

講
談
社

異
端
の
大
義
上
下　

楡　

周
平　

毎
日
新
聞
社

血
と
聖　
　
　

坂
東
真
砂
子　

角
川
書
店

野
生
の
条
件　
　

森
村
誠
一　

角
川
書
店

児
童
書

き
っ
と
天
使
だ
よ

ミ
ー
ノ
・
ミ
ラ
ー
ニ
作　

関
口
英
子
訳

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
孤
児
と
な
っ
た
イ

タ
リ
ア
人
の
男
が
ア
フ
リ
カ
で
出
会
っ

た
の
は
、
か
つ
て
の
自
分
と
お
な
じ
よ

う
に
、
戦
争
で
す
べ
て
を
失
っ
た
男
の

子
だ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
、
戦

争
の
む
ご
さ
と
人
間
愛
を
え
が
い
た
奇

跡
の
物
語
。

十
ぴ
き
の
か
え
る
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

十
ぴ
き
の
、
か
え
る
は
う
き
う
き
の
は

ら
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
で
か
け
ま
し
た
。

「
は
る
だ
ね
！
」「
は
る
だ
ね
！
」「
あ
っ

ち
も
こ
っ
ち
も
は
る
い
っ
ぱ
い
！
」

フ
ク
ロ
ウ
の
大
研
究　

国
松
俊
英　

Ｐ
Ｈ
Ｐ

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
十
二
ケ
月

竹
田
津
実　

福
音
館

お
と
な
り
さ
ん　

き
し
ら
ま
ゆ
こ　

Ｂ
Ｌ
出
版

四
月
二
十
九
日
（
土
）
〜

五
月
十
三
日
（
土
）
ま
で

揖
斐
川
図
書
館
一
階
ロ
ビ
ー

香
田
寿
男
さ
ん　

制
作

　

揖
斐
祭
り
の
神
輿
つ
り
に
は
か
か
せ
な

い
歌
「
お
ば
ば
」
は
揖
斐
川
町
の
大
切
な

財
産
で
す
。
町
内
の
人
形
劇
同
好
会
「
パ

ク
パ
ク
」
は
、
こ
の
「
お
ば
ば
」
の
お
話

を
紙
芝
居
に
し
て
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞

か
せ
し
て
い
ま
す
。多
く
の
方
に
こ
の「
お

ば
ば
」の
お
話
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

揖
斐
祭
り
期
間
中
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

絵
と
お
話
両
方
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ス
タ
ー
ト
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
で
は
三
、
四
ヶ
月
児
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
絵
本
を
手
渡
し
、
よ
み
き
か
せ

を
実
践
し
て
も
ら
う
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

毎
月
第
二
木
曜
日
午
後
一
時
半
〜
三
時

迄
、
ご
協
力
願
え
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

※　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
揖
斐
川

図
書
館
ま
で
（
２
２
‐
０
２
１
９
）

 
い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介

 
た
に
ぐ
み
新
着
図
書
紹
介

五
月
の
お
は
な
し
の
会
「
ま
ど
」
は

お
休
み
し
ま
す

「
お
ば
ば
」
紙
芝
居
展
示
会

�� �����������	�
��

　

徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
は
、道
の
駅「
星

の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
」
構
内
の
「
星
の
ふ

る
里
ふ
れ
愛
広
場
」
を
入
っ
た
奥
の
ホ
ー

ル
右
側
に
あ
り
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
二
階
建
で
、
延
床
面
積
は
一
二
〇
〇

㎡
の
規
模
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

庫
内
は
空
調
設
備
が
な
い
代
わ
り
に
、

内
壁
と
外
壁
の
間
、
さ
ら
に
天
井
部
や
床

部
に
も
、
自
然
に
対
流
が
起
き
る
よ
う
配

慮
し
た
空
間
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
構

造
で
換
気
さ
せ
る
と
と
も
に
急
激
な
外
気

の
温
度
差
に
よ
る
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
す
。

　

湿
度
は
杉
材
に
よ
る
板
壁
の
吸
湿
性
と

除
湿
機
と
で
管
理
調
節
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
環
境
へ
気
配
り
し
た
省

エ
ネ
方
式
と

な
る
の
が
当

庫
の
特
色
で

も
あ
り
ま
す
。

　

庫
内
の
一

階
は
、
国
指

定
重
要
有
形

民
俗
文
化
財

の
「
徳
山
の

山
村
生
産
用
具　

五
、
八
九
〇
点
」
を
収

納
し
、
一
部
に
役
場
、
小
中
学
校
関
連
資

料
、
雨
乞
い
の
信
仰
資
料
、
縄
文
期
の
発

掘
品
な
ど
の
小
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

山
村
生
産
用
具
と
い
う
と
い
か
め
し
い

名
称
で
す
が
、
実
は
身
近
な
山
の
生
活
道

具
の
こ
と
で
、
山
村
の
テ
ー
マ
で
の
国
指

定
点
数
と
し
て
は
日
本
一
の
数
量
を
示
し

て
い
る
の
で
す
。

　

旧
徳
山
村
は
、
原
日
本
の
伝
統
的
な
生

活
様
式
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
大
切
な

地
区
の
一
つ
と
し
て
戦
前
か
ら
注
目
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
収
納
さ
れ
て

い
る
道
具
に
は
、
樹
皮
を
利
用
し
た
珍
し

い
セ
イ
ロ
や
穀
物
の
乾
燥
器
具
な
ど
古
い

技
法
を
と
ど
め
る
だ
け
で
な
く
、
繊
細
な

美
し
さ
を
も
ち
、
民
芸
の
域
に
通
じ
る
木

の
籠
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
他
地
区

に
な
い
溝
つ
き
の

俎
（
マ
ナ
イ
タ
）

や
鼓
状
の
枕
な
ど
、

高
度
な
手
技
と
創

造
力
溢
れ
る
独
自

の
も
の
ま
で
あ
る

の
で
す
。
こ
の
仲

間
に
は
、
周
り
に

自
生
す
る
草
か
ら
糸
を
と
り
、
織
り
上
げ

て
着
物
に
し
て
き
た
こ
と
や
、
寒
い
と
き

の
紙
漉
き
も
加
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
刳
（
え
ぐ
）
り
も
の
の
大

型
の
鉢
類
、
臼
類
、
筵
（
む
し
ろ
）
織
り

機
な
ど
の
豪
放
な
木
ど
り
や
、
そ
の
他
の

木
製
品
に
も
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
に

驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
さ
ら
に
お
講

の
と
き
ご
飯
を
入
れ
て
持
ち
運
ぶ
オ
コ
ビ

ツ
に
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
年
）
の

貴
重
な
墨
の
跡
が
残
り
、
信
仰
行
事
の
古

さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
は
東
西
文
化
の
接
点
と
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
道
具
を
見
る

限
り
で
は
、
東
日
本
側
に
連
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

　

二
階
に
は
未
指
定
の
道
具
の
ほ
か
、
役

場
関
連
書
類
、
古
文
書
な
ど
、
村
に
あ
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
各
種
の
も
の
が
収
納

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
、
水
を
湛
え
る
で
あ
ろ
う
ダ
ム

の
底
に
、
徳
山
村
は
消
え
て
い
き
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
先
人
た
ち
の
手
の
跡
が
汗
の

跡
が
こ
も
る
道
具
が
い
っ
ぱ
い
収
蔵
庫
に

保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

旧
石
器
時
代
以
来
と
い
わ
れ
る
長
い
歴

史
を
辿
っ
た
村
の
歩
み
を
、
こ
れ
ら
の
道

具
を
通
し
て
偲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
祈

願
し
て
い
ま
す
。

・
場　

所　

揖
斐
川
町
東
横
山
一
八
三
‐
一

・
開
館
日　

土
・
日
・
祝
祭
日

・
開　

館　

四
月
〜
十
月

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

　
　
　
　
　

十
一
月
〜
三
月

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
）

 

・
入
館
料

　

大　

人
（
高
校
生
以
上
）　

三
〇
〇
円

　

こ
ど
も
（
小
・
中
学
生
）　

一
五
〇
円

　

端
午
の
節
句
に
ち
な
む
資
料
展

◎
会
期　

五
月
二
十
八
日
（
日
）

◎
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

端
午
の
節
句

　

甍
の
波
と
雲
の
波
･
･
･
幼
い
こ
ろ
よ

く
歌
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

端
午
の
節
句
に
は
欠
か
せ
な
い
菖
蒲
は

古
く
か
ら
、
病
や
災
い
を
払
う
香
草
と
い

わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
菖
蒲
を
「
尚
武
」

に
か
け
て
武
士
の
階
級
の
間
で
武
運
を
願

う
行
事
と
な
っ
た
。（
新
日
本
大
歳
時
記
）

よ
り

　

主
な
展
示
品

①
手
染
め
の
こ
い
の
ぼ
り
（
昭
和
初
期
）

②
武
者
人
形
と

　
　

甲
冑
飾
り

③
端
午
の
節
句

　
　
　

座
敷
幟

④
武
者
絵
図

徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫

 
徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫

徳山民俗資料収蔵庫

展示されている山村生産用具

徳山の学校の看板など

手染めのこいのぼり

古
文
書
解
読
講
座
の
ご
案
内

◎
日
時　

五
月
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
〜
四
時
ま
で

◎
講
師　

田
中　

豊
先
生

◎
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料

館
研
修
室

講
座
参
加
希
望
の
方
は
揖
斐
川
歴

史
民
俗
資
料
館（
電
話
２
２
‐
５
３

７
３
）ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
案
内

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
案
内

タテマクラ


